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Part I : 多 変数 の微分論 の 代数化
-

/
Section 2 : R代数

3 : ピ級 1関数
4 '

・ 方向微分 (接ベクトル )

5 : 写像 の 微分



府 1 でやった ことの舞台 : ユークリッド 空間・

の 開集合 U
.
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U 上 の 級関数の なす 用 代数 を定義

② "

ピ (U ) の 言葉 "

を 用い て 代数的 に 以下 を定義
• 接空間 、

1𦥯
・ ピ級子
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像 ( 合成 も ピ 級 )

・ 写像 の 全 徉
一一

怜 ( 合成 の 全微分 は

全微分 の 合成 )



如き 唖 で やる ことの舞台 i 位相 空間 M

on

"

地図帳
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には
○ M 上 の 微分構造 f を 定義 する

.
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A ) 上 の 級関数 の なす R代数からを定義する

.

.

で
かなりややこしい
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を 用い て 代数的 に 以下 を 定義 する
mm

簡単 !
• 接空間 、

1𦥯
・ ピ鵺像
一一

・ 子像 の 1𦥯
・ ベクトル 場 や 微令方程式


